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要   旨（アピールポイント）  

植物のヘモグロビン遺伝子を過剰発現するマメ科植物を作出した。  

ヘモグロビン遺伝子を過剰発現するマメ科植物に着生した根粒の共生窒素固定活性は、通常の根粒の活性

の3倍程度の活性を示した。窒素固定活性の向上は、ヘモグロビンによる根粒中の一酸化窒素の除去の結果

であることを解明した。  

植物ホルモンの一種であるアブシジン酸使用して、窒素固定活性の強い根粒を着生するマメ科植物を選抜す

る手法も開発した。  

共生窒素固定活性の高い根粒の着生により、生産性の向上、窒素肥料の投入量の低減、病気に対する抵抗

性の向上、栽培期間の短縮、などの効果が期待できる。  

本手法は、ダイズを始めとする全てのマメ科植物に適用できる方法である。  

 




